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いよいよ夏休みを迎えます。心も体もゆっくり休めて、充実した夏休

みを過ごして欲しいと思います。
４月からの健康診断の結果、受診が必要な人に早めの受診（検査・治

療）を呼びかけていますが、まだ受診していない人がたくさんいます。
すぐに受診して異常がないことがわかれば、不安を抱える時間を減ら

し、より楽しい夏休みを過ごすことができます。もし治療が必要とわ
かった場合でも、早期発見・早期治療により、症状が軽いうちに短期間
で治せる可能性が高くなります。
今の健康は、確実に将来の健康につながっていきます。お子さんのこ

れから先のことを見据えて、まだ受診していない人は、時間にゆとりの
ある夏休みを利用して受診していただきますようお願いいたします。

水分補給をするときは・・・

夏休みに「歯みがきカレンダー」
を各家庭で実施します。

子供のヘアカラーリングについて

子供の頭皮と髪はまだ成長途中で、構造的にも免疫学的にも未熟です。子供の頭皮は
大人よりも薄く、皮脂分泌が少ないため、頭皮を保護する皮脂膜の形成が不十分で表面は
乾燥気味になっています。そのため、外部からの刺激に弱く、ヘアカラーリングをすると悪影響
を及ぼします。
また、子供の髪は大人よりもタンパク質が少ないため、細くて弱く、髪の表面を覆っている
キューティクルも未発達で、髪の内部を保護する機能が弱いので、染料が体内に浸透しやすく、アレルギー
反応を起こす可能性があります。
ヘアカラーリングの染料が一度体内に浸透してしまうと、その成分に触れるたびにアレルギー反応を起こ
す可能性があります。子供の皮膚は、大人の皮膚の半分の薄さで、刺激から肌を守る角層も未発達で、大
人よりアレルギーが過剰に出やすいのです。
アレルギーは頭皮が赤くなったり、皮膚炎を起こしたりするものから、触れただけで呼吸困難やショックな
どのアナフィラキシー症状が起きるものまでさまざまです。
また、ヘアカラーリングで頭皮がダメージを受けると髪の成長を邪魔したり、髪の寿命が短くなったりしま
す。さらに、毛根がダメージを受けて、その毛穴から発毛しなくなると薄毛になってしまう可能性があります。
今はかぶれが生じなくても将来かぶれやすくなります』といった医師や美容師の指摘もあります。

歯の治療状況

要受診者８１人中、２５人終了（３０．９％）

いつもよりまとまった時間が取りやすい夏休みは、受診する絶好の
チャンスです。内科や視力・聴力検査についても、夏休みを利用して、
早めの受診をお願いします。

お子さんの健康への悪影響を考慮し、お子さんの頭髪の染色・脱色・ 
カラーリング等についてご配慮していただきますようお願いいたします。

夏休みに入る前に、ご確認を
お願いします。
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